
(様式 :

泉佐野市議会議長 様

⑤
平成 00年 7月 18日

(会 派 名)

(代表者名 )

チーム泉佐野倉1生

向江 英雄  ③ l

出張調査 (視察、研究 研修会参力1)報告書

下記の とお り出張調査 (視察 研究 研修会参加)の 結果について 卿1紙報告書を添け

し報告いた します

紀

目   的

(内 容 )

民間主導の生涯活暉のまち (日 本版 CCRC)構なの実践モデルによる地域活

性化事例を飼査 研究す るための視蘇

議 員名 向江英雄 野 口新一 大和暦貴彦

ロ 程 平成 00年 7月 11日 (水 )8,30 ～7月 12日 (木 )lS OO

場 所

住 所  石川県 白山市北賞田町 548番 地 2

場 所 社会福祉 法人掟子園 運営各所 (Saro全 沢 Bs行 薔寺

業

"37Wo`k 
三菫二木 西 □寺 )

経 癸 ,1添 旅癸計算
'0と

お り

そ の 他

幽
30713
東芝野●代蛮
ゞ 薔レ

ヽ



調査行程・旅費計算書

(平成 :0■ 11 日,'

0行程表

スケジュー′ラ

泉佐野市0所 出発

12130 社会福祉ヒ人佛子園 S●¨全沢 視奈

16,00 社会福祉法人 |1子国 3,行き■ 視案 意見交換奎

19:00 宿泊施設到着

ll,00 社会福祉法人佛子国 三草二木 ●ビ■ 視察

12130 JR美

"駅
美サ137Wo,ki察

1'130

13t00 泉佐野市省所 チ!常

O旅費等||=衰

|ヽ .F 計 算 根 拠
全 ´

草価     女    : |¬ |

レンタカー代 25920′ X    : =     =5,=,

宿泊代 6600 X     3 ‐      [==|」

X

X

×

X

X

×

X

×

ム
● 計 ¥45,720
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(様式 1出 -3)

平成00年 F月 18ヨ

出張調査報告書 (別紙)

日 時 平成30年7月 11日 (水)3時30分 ～平成30年7月 12日 (木)IB時00分

行  先  等
社会福祉法人佛子国 (ぶつしえん)湿 全沢 Bヽ行害■ 美川3711o工 三■■木
西口寺

自 的
民間主導の生進活層のまち (日 本版CCRC)構想の実践モデルによる地域活性化事
例獅 査 研究するため

内 容 月1紙参照

給 括 月1紙参照

*枠等が不足する場合は適宜拡大してくださ)、 また内容が同様であればこの様式以外の使用も可とする



社会福祉法人佛子園視察報告書

(1ロ イ寸■7月 11日  (水) 12日  (木 )

行́先,社会福祉法人佛子回(ぶつしえん)Sare金沢 Bヽ 行善寺 美川37Woは

三草二本 西回寺

(3)目 的

民間主導の生涯活躍のまち (日 本版 ∝r)構想の実践モデルによる地域Il■

化事例を調査 研究するため

※ CCRC i Continuing Care Retirewnt Comunityの略で 東京圏をはじめと

する高齢者が、自らの希望に応 じて地方に移 り住み 地域社会において健

康でアクティブな生活を送るとともに 医療介護が必要なときには継続的

なケアを受けることができるような地域づくりをめざす構想

に,概要

社会福祉法人佛子国は 石川県白山市にある行書寺というお寺に戦災孤児た

ちを預かることから始まり 1960年 3月 に開酸され 50年以上にわたり 常に

福祉のパイオニアとして既成の粋を超えた独自の福71.サービスを創造し、提供

しておられます。

特に それぞれの地域の実情に応じて展開しているコミュニティ支援事業が

注目されており 先進事例として安倍晋二内閣総理大巨をはじめ各界代表者や

自治体 団体からの視察依頼が後を絶たないそうです.

今回の視察にあたり お忙しい中 二章二木 行善寺 代表の速水健二氏が佛子

国の歴史 事業 今までの日本の制度とこれからの日本についてご誰演ください

ました。国が定めた法律の趣旨が都道府県から自治体に下されてくると その趣

旨自体が変わつてしまい ■場レベルで機IIEし ない状況にあるので 自治体のや



る気が最も大切であること これからの人生 100歳時ヽにおいては高齢者とい

う概念がなくなり 新たな人生設計モデルのあり方が求められること あらゆる

課題解決の葉は多世ヽか関わることができる地域づくりにあること等、とても

貴重なお話を●t聴させていただきました。

備子国さんでは、多世代の方々が 「ごちゃまぜ」になって関わるlellな仕組

みづくりを展開されておられ、それらの事業の運営に障害をお●Tち の方や精神

よ急を抱えられる方々が関られ 様々な市1度の縦割り構造によって分断されて

しまった人と人の関わりが再構築され 障害や疾患を乗り越える様々な効果を

生み出しているとのことです

以下 今回視察させていただいた各事業

`施
設について簡単に説明させてい

ただきます

OSare全沢

2014年 にスター トした多世代ごちゃませの新しいまちづくり事業です.総面

積約 11000坪の敷地に 天然温泉 居酒屋 カフェのある高齢者デイサービス

生活介譲 訪F.l介譲を行う施設を拠点に サービス付き高齢者向け住宅 (32戸 )

やア トリエ付き学生向け住宅 児童入所施設 児童発達支援センター 産前産後

ケア施設 自然学校 スポーツクラブ 全天候型グラウンド クツーニング店

目用品 生活雑貨店 料理教室 エステ バー デザイン事務所等で構成された

一つのまちが形成されていました。

住まいとまちづくりの特徴としては 多世ヽ (高齢者 障害児 学生)の住居

をバラバラに配置し それぞれの住居の間に通り道を

`っ
たり 縁側を配置する

などして 交流推進が図られています。共同売店での成労ボランティアや家庭菜

国 農国での農作業 居住者による住民綱戦の運営 周辺地域から各店舗にすれ

る地域住民との交流などの活動が行われています。まさに人が直につながり 文

え合い 共に暮らす街 つまりは新たな住民自治の形が実,さ れていました.

②Bs行善寺

佛子国発祥の地 行善寺の周辺に、地域t民を巻き込んだ多世代交流を創出す

るためのtt掛け作りが施されていました。それは、地域l‐ 民が無料で利用できる

温泉 足湯温泉や地域コミュニテイの拠点としての会議室 大学生や地ltt民が

地域の課題解決について話し今う住民自治です。さらに E瘤屋やハンバーガー



ショプ 保書国 児童発lt支援センター フィットネスクラブ ノール 料理教

=フ
ラワーショップもあり その中心に子どもたちが遊べる公国があります.

公国で遊ぶ子どもたちを見守りながら若い世代の方々がカフェでお茶をしな

がら交流し そこにこれまでtL域を支えてきた地域住民の方々や両者の中間に

位置する学生たちがあれる まさに多世代7・・交わる工大が疑らされていま九 ま

た 診療所がフィットネスクラブと連携し 地域住民の健康を,り  保育 スポ

ーツ 医療 I」理などのあらゆるスペシヤリストがオーダーメイ ドの保育を実,
するなど あらゆるサービスの複合化による新たな価値の創造が人をなきつけ

る魅力を兼ね揃えています.人が集 う工人と人が交わるサービス的な工夫とデ

ザイン的な工夫が施設の細部にまで擬らされているのを実感しました。

O美
"07(み

かわみんな)WOrk

」R美
"駅

は以前は自直1市が運営する住民が交流できるホールと融合された駅

ですが 2012年から佛子園が指定管理として ホール カフェの運営 設備点

検 夜間警備 清掃等も含めた保守管理業務をおこなっています。社会福 ul法人

や■労支援A型事業では日本初となる駅合指定管理だそうです.

駅の改IL口 ●近にあった広い売府スベースは 美, 37caFeと して美しいデザ

イン性のあるカフェに生まれ変わリ カフェ曰当ての利用者が箸しく増力[し 駅

の 1日 利用者数が 15倍増しになったそうです。地元の特産品の活用や販売

こだわりのコーヒーの販売等を手掛けています.電車の待合としても利用でき

るので 食事やお本をしなくても利用できるのが魅力です.カ フェの奥に広大な

スペースがあり ,在は地域の方々の写真展が行われていますが 時折音楽イ人

ントを開催しているようで みんなが集う駅ヽと変貌したそうです.

0二車二木 西固寺

こちらは廃寺の活用を地域住民からよ頼され 2∞8年に温泉と居酒屋を中心

に ,ノ ベーションしたtu域コミュニティセンターとして復興したそうです.温
泉は地域の方々と話 し合った範国のエ リアの方々が無料で利用できるので そ

のエリア内ヽの移住者が増え 6年間で 13世十増力!したそうです。お寺を活用

しているので、独特の雰囲気の中 温かい光と音楽 あらゆる方々の話し声と笑

い声が絶えない施設でした。



|ヨ総括

今回の視案テーマ|ま 2016年 10月 27日 に会派て視察させていただいた●限

会社アシストさんが運営される木造多世へ交流コミュニティ「あしすと村」の取

t■からっながるテーマでした。

あらゆる技ltと サービスの進歩による価値観の多様化 変化が影響して弱体化

した地域コミュニティの再生は、今までのや り方では不可能であると考えてい

ます。時代に即した新たな価値観による新たなサービスと新たな手法によつて

再生する必要があると確信しています.

今回■察させていただいた各施崚 各事業には あらゆる方々が関わる仕組み

が施された拠点としての機能があり そこで生み出される交流が様々な境遇に

ある人々の課題の解決や さらには地域コミュニティの再生を促す重要な勁呆

があると考えられます.

今まで培われてきた伝統文化と価値観に 人を惹きつけ 葉ぎ合わせる新たな

価値観を融合させることで人のつながり 地域のつながりが再構築される可能

性があることを実践事lnlか ら学ばせていただけたことで 希望と勇気をいただ

くことができました

民間の価値観を受容し 協慟できる自治体のあり方 どことでもFHめ る自治体

をめざすことが先決で、そのような事業を展開できる事業者または地域の発掘

に努める必要があります.

以前から議会で提案させていただいている地域への権限の移譲 つまり地域

内分権の取組とこの多世代交流型のCORC構想を融合し 泉佐野市内 5中学校

区で地域または事業者が地域コミュニティの核となる拠点の形成に努めるべき

ではないかと考えま九

地域の再生 住民自治の復活こそがまちの根幹を作り上げる最も大切な取組

であると確信しておりますので いち早くこのようなモデルが作り上げられる

ようしっかりと取り担んでまいります。
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制

議
長

31= 2月 lE

長 様

(会 派 名)

(^表 者名 )

チーム泉佐野創生

向江 英雄  0[]́
=

出張調査 (視 察

下記 の とお り出張調 査 (視 察 研 究

し報告 いた します

研究 研 l_3会 参加)報告書

研修会参力])の 結果について 別紙報告書を添付

記

目 的

(内 容 )

国際教育に特化 した学校教育のあ り方 ディマン ド型公共交通のあ り方 泉

仁野市東京事務所の業務を視察す ること

議員名 向 l■ 英雄 野 口新一 大和屋貴彦

日 福 平成 01年 1月 17口 (木 ) ～ 1月 18日 (全 ,

場 所

に
' , 

所 群馬県大田市西本町 691

場 所 学校法人大田国際学口ぐルま国際アカデミー初等部

② 住 所 祥F.県大国市浜町 2-35
場 所 太田市役所

e l■  所 東京都千代田区大手町 262日 本ビル 3階地方創生ラウンジ内

場 所 泉上野市東京事務所

経 費 ,1添 旅費計算書の とお り

そ の 他

/勲コ

臨
=-1

議会



調査行程・旅費計算書

(平成 31年   1 月  17 日 ～   1  月  18 日分 ,

O行,表

月 日 時間 スケジュール 交通手段等

1 17 5:30 関西国膝空港集合 車

6:30 関西FI際空港 出発(羽 田空港まで) 飛Fr機

3:20 羽円空港国内線ターミナル駅出発 (掟●駅まで) 電 車

9,40 浅草駅 出発 (太田駅まで) 電車 (特急)

18:30 視察 研修 (ぐんま国際アカデミー)

1 18 9:00 視黎 研修 (太田市■所)

11,32 大田駅 出発は 松町駅まで) 電車 (特急)

浜松町駅 出発 (三越前駅ま0 電車

13:30 泉仁野市東京事務所 複黎

15(00 東京駅 出発(浜松■T駅まで, 電車

浜松町駅 乗換 (羽 田空港国内線ターミナル駅まで) 電車

16145 ll田 空港 出発輌 西l■ 際空港まで, 飛行機

18:45 関西国際空港出発 (泉佐lll駅ま0 電車

0旅費等計算表

内 訳 計 算 根 拠
金 額

単価     数    計 (円 )

通行ll全 720 ×     1 ‐        720

電車料金 羽田空港国内線ターミナル駅～浅草駅(660円 )
F.6o  ×      3 ‐        1,980

電車料金 浅草駅 一人口駅嗜 通券1060円 特鰤 030円

'

2つ90 ×    3 ‐     6270

t草料金 大田駅―浜松町駅(普通券1060円

"急
券1030円 2090  ×      3 ‐        6270

電車卜1全 東京駅～浜松町駅 (160円 ) 160 X     3 ‐         480

電車料金 浜松町駅～羽田空港国際線ターミナル駅(490円 ) 190 ×     3 -       1170

電車料金 関酉空港駅～泉佐野駅 (490円 ) 490  ×      2 -          980

飛行機 ll全 関西国際空港～羽田
=溶

(23440円 ) 23440  ×      3 -       7o320

有ll料金 ホテルルー トイン太日 (7p50円 ) 7050 ×    0 -    21150

X

● 言| ¥109,640



ら,,

領収書貼●用紙

会脈 裔場格 チーム泉左野槍1生

艶

番号
貼付欄  (一部売当 按分の場合は 余白に校分卒 政務活動晏

=出
額等を動

y●ァレィリ ン
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大阪府表率都庶取町大久保中
`-7-4
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学校法人大田国際学園くんま国際アカデミー視案報告書

(0日 ● :平成31年 1月 17日 (木 )

学校法人大田国際学国ぐんま同際アカデミー初等部

(3)月 ll

関西国際空港直結都市であり 国際都市宣言を行なった本市に求められる真
の国際人育成のあ り方とその拠点となる新たな学校のあ り方を調査するため

14)概要

学校法人太口国際学園 ぐんま国際アカデミーは、平成 15年度に内閣府から

外国語教育特区構想の認定を受け 平成 17年度に初等部 平成 20年度に■等
部、平成23年度に高等部が開校した、英語による教育を行う英語イマーション

教育を実施する、全国初の私学の小中高一貫校です。

この特区構想には 0大田市は輸送機器産業を中心として大規模工業団lLIの

造成による優良企業の誘致によ, 北関東屈七の製造品出荷額 (現在2兆 80∞
万円と全国第 11位)を誇る工業都市として発展を続けており 海外に現地法人
を置く企業も多く、英語を自由に使える人材、真のFl際人の育成が求められてい

たこと ②永い時間を費やして英語を学んでいるにもかかわらず英語を使いこ

なすまでの力が身につかない公教育における英語教育の壁 という背景があり

ました.

大日外国語教育特区構想は 「国際社会に生きる日本人として 世界のあらゆ
る人々と協調し、国際交流などを積極||に行っている資質と能力を備え、さらに

外国語による実践的なコミュニケーション能力を身につけた国際人としての人
材育成を目標Jと しており、これを実,するために 0小中高一貫校を市と民間
活力によって設立し ②学習指導要領に基づいた検定教科書の英語版を教材と
して用い 0国語と社会以外の授業をネイティブの教員が英語で行う英語イマ
ージョン教育を実践するなど 子ども建が生きた英語ゃ世界に通用する感性 国

際感党を身につけられる教育環境を構築することが計画されていました.

上述の英語イマージョ/教育に加え、29人から36人のクラスを半分に分け



て一方 |ま 英語 他方は国語といつた形できめ細かな指導を行つていました。ま

た、限られた空間で全てをこなすのではなく 各プログラム カリキュラムごと

に最適な場所 自由な空間ヽ児意生従が移動して学ぶオープン教育も取り入れ

られ、各教室と廊下の間に壁は存在 していませんでした。授業は ネイティプの

外国人夕lTと バイリンガルの日本人教ITに よる2人 1組の指導体制のテームテ

ィーチングが行われ 英語で活発なやりとりが繰 り広げられていました。

音楽の授業では 児童たちが英語で元気よく、自然に歌う練音をしていまし

た.1人 lつ の楽器を演妻できるようにし、6年生では′ヽンドを結成し 学校内

外で演妻しているそうです.音楽の授業は 耳から学ぶことから 英語イマージ

ョン教育と連動する重要な役割を担っているのだそうです。

英語で行われている算数の授業も、とでも斬新でした。算数の文章題も全て英

語な上に、,っ 掛け問題があるので大人の自分も考えさせられました 国語や社

会は日本語で行われていました。教室には言道の作品が飾られていて、しっかり

と日本の文化も大切にした教育Vll rlわ れていること力:印象深かったです。

ホームルームの時間も視察させていただいたのですが 本日の振 り返り 明日

の宿題 予定、保護者への伝
=事

項もす‐・て英語で行われるので、驚愕しました.

1年生も秋頃から英語を聞いて話せるようになるようです。6年生においては感

情移入した英語のやりとリカ!仔われている姿を目の当たりにして レベルの違

いを見せつけられました。

小学校事業時に英語検定準 2級 中学校事業時で 2級から準 1級、高校卒業

時で 1級を取得するレベルに達するそうで、中には 6年生で 1級に合格する児

童もいるそうです。あくまでインターナショナルスクールではなく、学校教育法

第 1条 に定められた学校として全国学カテストも受験するそうで、全国平均よ

り上回る成績の中でも論理的恩考力の分野で好成績とのことでした。

英語を学ぶのが目的ではなく、英語を媒介として物事を客観||に捉える力 健

全な批判精神を持った客観的な思考であるク,テ イカルシンキングを養い、日

本の文化を理解し 人種 国籍 世界観の違いにとらわれない真の国際人への成

長 育成をめざす学校として、既成概念にとらわれない教育を実施されている様

子がよくわかりました.

Gl●I感



先の選挙で第一の公綺として掲げさせていただいた 官民一体 小■一貫型の

インターナショナルスクールの設置の可能性を模索すべく、 ぐんま国際アカデ

ミーを視察先に選定させていただきました。

関西国際空港直結都市であ

' 
国際都市宣言を行なった泉佐野市としては ど

こよりも国際教育に力を入れるべき自治体であることは言うまでもなく、益々

飛躍する関西国際空港における雇用とインバウンドは増加し続ける一方の中、

日本の伝統文イヒを理解 し 英語を使いこなせる真の国際人の青成は喫緊の課題

です.

今回視察させていただいたぐんま国際アカデ ミーは まきにこの泉佐野市に

こそ必要な教育施設であると確信しました 今回の視察の対応をしてくだきっ

たのが理事長 (現太田市長)、 初等部校長 事務局長 この構想をコーディネー

トした民間事業者であり保護者の方でした。

理事長による設立時の確固たる信念と□ 県との駆け引きのお話 校長の学校

教育の理念のお話 事務局長による学校経営のII・ 話、保護者の方による当学校と

の係わりに関する具体的なお話が 多角的にこの学校の魅力と必要性を証明し

てくださいました.

当学校に通うおよそ 1000人 の児童生徒の■分は他県、他市町出身で、その内

半分が大田市に移住してこられるそうです。当学校がある限り、戸建てやマンシ

ョンを購入しても新たに当学校に入学したい家族に売却できる資産価値を有す

るそうで、定住促進と空き家対策が同時に実現するといった点から  ヽまちのあ

らゆる力を伸ぼすためには教育に力を入れなければならない と改めて実感さ

せられました.

これからのシテイプロモーションは何でも安いまちではなく 教育力が高か

ったり、まちなみが綺麗だつたり そのまちに住むことがプライドになったり

といった高付加価値のまちづくりによるシテイプロモーションが求められてい

ると確信しています.

これから益々アジアのインパウンドを取 り込む関西国際空港を擁する泉佐野

市としては 国際改育に特化した教育の展開は、必然||な プラ/デ イングが図ら

れるので まちの価値を大きく飛躍させることは間違いありません。

このまちの未来を確固たるものにすべく、公教育が抱える限界を打破すべく、

産官学民が一体となった 国際教育に特化した新たな学校の創設に向けて これ

からも提案を続けてまいる所存です.

ご対応いただいた大田市長 ぐんま国際アカデミーの皆さま 予定時刻はるか

に上回る白熟した貴重な機会を頂戴し 心から感謝申し上げます。



群馬県大国市公共交通視察報告書

(0日 付 :平成31年 1月 18日 (金 )

②行先 :群馬県 大田市役所

(3)目 的

超高齢社会における市民の移動の利便4生を確保する観点から、コ

スに加え、ディマンド型 (電話予約で停留所から停留所まで送迎)

合めた公共交通の在 り方を調査するため
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14)概要

大田市は 東京から10∝m国内にあり 霊馬県の東南部に位置しており

面積 17554ゴ  人口224635人 を有するまちです。平成 8年度から公共踏線

パスを導入 平成 18年度にスクールバスの導入 平成 22年度にデマンド方式

の「おうかがい市バスJの導入 平成 30年度には市営無料′ヽスの導入を行

い 公共交通施策に大いに力を入れられています。

まず 公共路線パスについて説明させていただきます.1路線 2系統から出

発した公共路線バスは、平成 18年度には 11路線 36系統となり 現在では 3

路線 9系統となっています 利用者数は年間約 5万人で 総事業資 2670万円

の内、事業収入が600万円となってお, そこに市から2000万円の赤字補壕

の補助 群馬県から140万円の補助が行われて、運行が成り立っています.

次に デマンド方式の「おうかがぃ市′`スJについてです。利用者数の減少

傾向にIIする市民からの声があり、平成 22年度より路線パスを2路線 4系統

まで縮小し その財源をもって福祉的な利用者に限定する趣旨から導入に至 ,

ました。

導入当初は、利用料無料で市外の医療機関まで送迎を行つたことから、一般

旅客運送事業者及び福祉有債運送事業者から民業を圧迫しているとの厳し|ヽ声

もあり 平成 23年度から市外医療機関への送迎を取 りやめ、最寄 り駅までの



送迎とする方法を取 , 平成 24年度からは一般旅客運送事業者に運行姜託

し、 ドアtoド アからパス停留所方式に変更しました

現在は、10人乗
'ワ

ンボックス■ 6台 を一般旅客運送事業者からリースし、

市内全域を―区域とした 765箇所のバス停留所の間を送迎する形を採つていま

す.fl用対象者は065歳以上の高齢者で自転車以外の移動手段を持たない者

(介譲サービス不1用者及び福II有債運送のfl用者を除く, ②その他特別の理

由により視聴が認めた者で自力にてバスに乗降できる者て 市から利用登録認

定を受けた者です.営業時間は土 日曜日及び祝日を除く平日の午前 7時から

午後 4時 までで 予約は 1週間前から前日までにする必要があります.

おうかがい市パスの1又支実績は平成 29年 度で 委託料 5600万円で利用者

数が 32500人 となっておリー人当たりの経費が 1700円 となっています.1回
の不1用料金が 100円 なので 収入は3250万 円で、実質 2350万円の赤字補真

となっています.不1月実績は 登録者数が 3700人 いますが 実際に利用 して

いる人は 1000人程 という状況みたいです.

最後に、市営無料バスについてです.従前から市直首で23台 のスクールメ

スを運行しているので 登下校時以外の運転手及び車両の生き時間を活用し

平成 30年度から無料で新たな路線バスの運行をF15始 しました。

西バス系統 4台 と東パス系統 4台 の合計 8台 のマイクロパスを。月曜日から

金曜日の午前 6時 30分から午後 8時 30分 に ショッビングモールや公民館

医療機関、銭湯等がルートに合まれています.利用者数は月平均約 3000人で

合.127000人程のオ1用者数となっています.

公共路線パス、デマンド方式バス 市営無料′
'ス
 スタールバスの運行の総

事業費は約 1億 2000万円程で 今後は費用対効果をさらに検証し、公共交通

と教育、福祉、それぞれの政策的観点におけるより良い結論を導き出していき

たい とのお話を伺いました。コンパクトンティの実現はもとより、周辺市町

との広域的な公共交通・
‐
あり方も模太していかれるとのお話も伺いました.

(●所感

大田市は 上述した通,民間業者から民業圧迫の批判の声があり試行諸誤を

換う返し、 ドアtoド ア方式から停留所方式に移行された経撻があったので 視

察先に選定させていただきました。

デマンド方式バスについては 5600万円の事業を1000人菫しか利用してい

ない実態 (一人あたり56000円 の経費)については税の公平性の観点からは非



常に厳しい事業であると痛感しました。

今後、益々高齢化率が上昇する社会の中で、住みなれた地域で住み良い環境を

享受するためには 移動の利便性の向上が最も必要とされる施策となってくる

ことは間違いありません。

現状、本市では 3路線のコミュニテイバスを無料で運行しており 充実 した

公共交通網を張 り巡らせているのですが 市民の方々からの要望としては逆回

りの路線も運行 してほしいとの声も多数あります.

税金を投入させていただいている限り 費用対効果と市民の生活実態 要望を

しっか ,と 調査させていただいた上で 新たな公共交通政策のあり方を研究す

る必要があります。そこに収益性が見込まれる産学官民連携の公共交通政策の

あり方を加味する必要もあります.

市民が必要とする買い物や診療 交流などを基軸としたルート再編を行い そ

こに1又益性のあるションピングモールや診療所等のみをビックアップした逆回

リルー トの導入によるホ1便性の向上に力,え 広告収入等を得られる事業にすべ

きだと考えています.

民間事業者の経営と市の財政運営を圧迫することなく 市民生活の利便性の

|・1上が図られる最前手たる公共交通政策のあり方を、他市町とも行き来できる

広域交通も視野に入れながら、さらなる調査 研究をFrつ てまいります。

ご対応いただいた太田市議会議長 大田市職員の方  々貴重な機会を頂戴し、

心から感謝申し上げます。



泉佐野市東京事務所視察報告書

い)日 rF i平成31年 1月 18日 (金 )

②行先 :泉佐野市東京事渕折

C'目 的

あらゆる価値観やヒト モノ カネ 1青報が集 う東京に設置した本市事務所の実

務内容を調査するた0

141概要

地方と首都国とのつなが嘘 強化し 地方べの文流人口 関係人口の増力]やr.来的な移住定住

の促進など 本市がさらに活■4とすることを目的として首都圏活動を展開するため 東京事務所を

開設し 以下の業務を行っています。

関係省庁との連絡調整 要望嗜動

市攻の情報発指

本市の特産品や観光資源などのプロモーション活動

(仮称)東京いずみさの会の会員募集と運営

その他に 東京で活暉する人材とのコンタクトを図り 本市のプロモーションを行うとともに 本市

に活用できるサービスや技術の情報収措を行つています

G所感

本市の職員が 日本の最前線で様々な分野で活躍する人材と接触する意義は非常に大き

いと感じました.そ こで得た物事を本市にフィード′`ックすることで 新たなlt学反応が起

こウ得る覗 性に翅待できる話がたくさんあ,ま した

東京を行き交うヒト モノ カネ 情報を最先端でキャンチし 本市の発展に活かせるよ

う こちらから派遣職員を年度内に何回かに分けて派遣し 所長はじめ東京の方々と交流ナ

ペさだと考えます。そうすることで 崚員の意蝕 革を促す貴■な機会になると罐信いたし

ました.



(様式 :会 ―l,

泉 佐 野 市 議 会 議 長 校

平成30年 ,月 2日

(会 派 名 ' チーム泉L野柳生

(代 螢 看 名 )向 江 英雄  Q
．　一　一　　．　一

研 修 会 等 開 4L報 告 ●t

このたび 会に して研修会兼報告会をlll催しましたので 下記のとおり報告いたします.

記

開催日時 平成30年 6月 28日 (木, 19時30分 ～ 20■ 0分

会議名称 第57回 市攻勉強会 まちづく,の和泉

使用会場 エプノ泉の森ホール 2階

`1室

L

参力1人薇 5人

内 容
大和屋貴彦の議員活動の近況報告

6月 議会報告

そのlL(特記事項)

⌒

堡 二
｀
 ハ

ぜ年fi



辮式第 2=(第 5条関係)

泉 の 森 ホ ー ル 利 用 許 可 書

申請番号   m-2338-00

平成 00年  5月  19H

利 用 者

月 台 計

年   月   日  囃   峙頃 30年  5月 19ロ

注意 ,項 ※ 利用日及びⅢI用 施設の変更は利用内容の変更には該当しませんのでご了承 ください

上記のとおり利用を計可 しまt

平成  30年  5月  19日 一般財団法人 泉佐野市,化振

理     事    ●

1 核中の 1 枚

住 所
〒,o,∞21 大服妍泉,野市 ,祭野1008

団  体  名 泉佐野市議会議員 大和属貴彦

氏名 (代表●) 大和屋 貴彦

連  絡  先 No  005689        亀

行事¨ 称 第57回 市政勉強会 まちづくりの和未

千せ月日的
111事ら

^ぶ

…
常農薦ξ曇

'憲
寛
=腱

~~

利 用  ス 分
利 用 時 ll利用年月 日 利用施武 "属設備等

人場予定を

18'00～ 22100
30 6′28

住 所 〒
`"―

●|・1  人瞑府泉性野市日根野1∞
'

氏  名  大和屋 貴産

共催 後撰者名

会場責任者

1 700円
■‖ ■高     ll

1 700円

打合せ予定 日 利 用料納付 ]

‖
●
オ



(様式,会 -1)

平成30■ 7月 2,日

泉 t野 市 議 会 議 長 様

(.‐ 派 名 )

(代 表 者 名 )

チーム泉佐野倉1生

向工 英雄
  0

研修 会等 開催報告 書

このた0会 派として研値会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

IE

平成30年 7月 19日 (木)19時30分 ～ 20峙30分

第58国市政勉強会 まちづくりの和泉

●●‐ノ泉の蔽トール 2は 和重L

参力1人数

大和屋貴彦の議員活動の近況報告

ё:Li]機 暑■ 驚壼 驚讐 :鏡intの 複合化J

その他峙 記事項)

3072
果′オ

"議



1 枚中の 1枚
豫人第 2号 (第 5条関係)

泉 の 森 ホ ー ル 利 用 許 可 書

利 用 者

Ⅲ請番号 30236500

平成 30年   5 月  24 日

住 所
〒も

"‐
0´ 1 大阪府泉佐野市日根野 ,∞S

団  体  名 泉佐野市餃会議員 大和屋贅遷

氏

^“
表ヽ各) 大和屋 貴彦

連 le 先 ヽ 00589   電話

不1用 日的

(円 )

沖 月 ヽ

1壼瑠券

年  月  日  曜 峙頃 11用●納付●130 年  5月 24

たI・事項 ※ 利用 日及び利用施設の変更は禾1用 内容の変更には該当しませんのでご了承 ください

L記のとおり利用を計可します

平成  30年  5月  24日 一般財団法人 泉佐野市文化振興

理     事     長

行すの名称 第58回 市政勉強会 まちづくりの和泉

行事の内容 市政報告会 意見交換

利用年月 日 利用施設 ll属設備等
利 用 区 分  1 定 員

"1 
用 時 間

入場予定着

18,00～ 22(00

住 所 〒
`"0の

1  人販府泉佐野市日根野1∞8 氏  名  火i屋 貴彦

電話番 号
会場責任苦

入 場 方 法 共催 後援着名
1 7 0 0 FI

O円

利 用 料 金 ;|

n■餃補

●

非常利

1 700「 ∫

そのに     1打 合せ予定日



蝕 罰 嗣 紙

会派 議唱´ チーム劇生野創生

魏

器
員酎 欄  (―椰売当 接分の書合ま 余白に転 政務活動■文出額等をい

30-“ 74

(平成 30年度)

泉佐野市議会議員 人Ⅲ屋貴彦

泉佐野市立文化会槍 計可番■ 30238800の 利用IIi■ し

ヒ記のとお り領収 しました

但 し

平成 30年  5月 19日

上記の とお り侵収 しま した

領 収 書

全 額

百 拾 万
　
　
Ｖ
・

千
　
　
・
・

．
　
　
７
‘

崎

　

０

円

　

０

][IF言:書吉:“ド資頓
30-0407

(平成 30年 度 )

泉佐野市議会議員 大和屋貴彦

東佐野市立文化会館 計可番
=30236500の

利用料

領 収 ●

平成 30年  5月 24日



=長
(様式 ,会-0

ボ

研修 会等 開催 報告 ,

(会 派 名 )チ ーム泉佐野倉1生

(代 表者名 )向江 英雄  ゆ
==

|ダミ1 平成30,9月 3日

泉 佐 野 市 議 会 議 長 様

このたび 舎派として研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

記

開催 日峙 平成30■ l123日 (木)19峙80分 ～ 20時00分

会議′称 第59国市政勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 エブ′泉の森ホール 2階 11皇し

参力1人数 6人

内 容
大和屋貴彦の議員活動の近況報告

モレビル麦好交流事業の報告

そのlL帷記事項)

●
=,
―――

=-3

i溶



様式第2サ (第 5条関係)

1 枚 |の 1枚

申請番 ] 30268100

平ユ 30年  7月  19日

泉 の 森 ホ ー ル 利 用 許 可 書

利 用 者 住 所
デ,%判21 大阪府来佐野市1校野1,い

団  体  名 栞l.■市蔵会虚員 大和屋責″

氏名 は 姜十) 大和屋 貴彦

連 絡 先 め 0万8,   電話

行事の名称 第59回 市政勉強会 まちづくりの和泉

行■の内容 市攻報告会 意見交換

利 用 区 分
利用施設 ll属設備等

注意事項 × 利用口及び

"月
施設の変更は利用内容の変更には該当しませんのでご了承ください

一般

"団
法人 泉佐野市文化振興

理     事    長

上記の とお り利用を許可 します

平成  30年   7月  19日

利用 目的

利用年月月

30/ 8′ 23

和1 用 l昨 同

(|`1)

利 用 料
人場予定を

18'00～22,00

会場責任憲
住 所  〒

'叫
0の1  大阪府雑 野 li日 根野1,08 民  名  大■屋 ☆巌

電 話番 号

入 場 方 l■

イ‖ 長●     1

共催 後援者名 1 700円
III=餃 口

"

非営利
1 700円

打合せ予定日 年   月   口  ll   時頃 利用料納付日 30年  7月 19■



平成00年 10月 lロ

( 会 派 名 )チーム泉佐哺 J生

(代 表者 名 )向fI英雄  0「

研 修会等 開催報 告●

このたび 会派として研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします

記

開催日時 平成30■月27日 (木)19時30分 ～

“

時3o分

会議名称 第60口市政勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 エプノ泉の森ホール 2階 和室L

参加人数 11人

内 容

大和屋贅滲の議員活動の近況報告

台風数 1号災害対策
9月 麟会議告

lD議案説明
②審鰤特黒
0,んくう総合医凍センターの見状
④関西国際空港の見状
0●魅崚の現状

その他 (特ヨ事項)

乙翌
130■ ■

ヽ1・・

●●

一

1

:バ



(様式 ,会 -1,

泉 佐 野 市 議 会 議 長 ●.

平成30年 12月 3日

■
日

研修会等 開催 報告 書

このたび 会配 して研修会兼報告会を開催しましたので

会 派 名 )チ ー森 佐野創生

(代 表 者 名 )向 江 英雄

下記のとおり報告いたします。

記

開催日峙 平成30年 ll月 22日 (木)19時 30分 ～ 20時80分

会議名称 第62回市政勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 エブノ泉の森ホール 2嗜 矛D室L

参加人数 5人

内 容

大和量貴彦の議員活動の近況報告
厚生文教委員会行政視察報告(八王子市の人高速 稲域市の介護支援サポーター,

泉L野市田尻町清掃施設組合行政視寮報告(四 交クリーえ ″ ―
)

その他 (特記事項)

第

颯

一
，

一　
，
，
　
一卜
¨



1 枚中の 1 枚
様式第 2号 (第 5条関係 )

泉 の 森 ホ ー ル 利 用 許 可 書

利 用 者

申請番, 30305000

平成 30年  9月  26日

住 所
〒

'"0021 
大師 R佐野市宮根賢1螂

団  ll ネ 泉佐野市饉会餞貞 大和屋貴彦

氏名 (代表

`)
大FIF_ Jt摯

連  絡  先 No 005689       電 話

禾1月 日的

第00回 市政勉強会 まちづくりの和泉

市政報告会 意見交換

利用年月 日 利用施設  附属設備等
利 用 区 分

入場予定者
利 用 時 間

18:00～ 22100

:3100～ 22100

会暑責任者
住 所  〒

`%0。
21  大阪府雑 野市日根野100` 氏  名  人詢巖 貴産

電話番号

3 400円共催 後撥
=名

腑燿跛鮨

●

利 用 ll合 計

3 400円
ll・ せ利

利用料納付月 30年  9月 26日午打合せ予定日 月  燿

"唄
注意事項 ※ 本1月 日■■ 岬 施設の変更は 1ヽ月 内容の変更には該当しませんのでご了承ください

上記のとおり利用を,,Iします

平成 30年   9月 26日 一般財団法人 泉t野市文化振興

理     事    長



領耐 付用紙

会派 蔵旧名 チーム齋士野nl生

30-0830

領  収  書 (平成 30年 度)

泉佐野市議会議員 大和屋贅彦

l■ し 泉佐野市立文化会館 許可番号 30281■ の利用料

上記のとお ,領収 しました.

平成 30年 7月 19日

80-1313

(平成 30年 度)

睡 市議会議員 大和屋貴彦

泉佐野市立文化会館 計可番 号 30805000の 利用料

治

　

０

0し

上記のとおり鎮収 しました

泉佐野市市場東 1-29
(一財 )

出お

`

1

財ロ

泉 .・野市市場東 1‐ 2
(―財 )泉佐野 i

領 収 書

全 額

百 指 万
　
　
Ｖ
Ｔ

千
　
　
０
０

百

4

治

　

０

円
　
　
（
υ

平成 30年 9月 26日



(様式(会 -1)

泉 佐 野 市 議 会

平成
=0年

11月 5日

(会 派 名 )

(代 表 着 名 )

チーム泉た野コ1生

向江 英雄 0

研 修会等 開催 報
=●

このたび 会派として研値会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたしまt

IE

開催日疇 平成30年 10月 25日 (木)19時∞分 ～ 20け30分

会議´称 第61回市崚勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 長南公民館 3階 会議皇

参力,人数 5人

内 容
大和鳳貴彦の議員活動の近況報告

つ 中ヽ学校巡回視察報告

その他 (特記事項)

/,蒸
よ
3 0 ,'

, |
-5



泉佐野市立公民館使用許可書

申誇者 泉佐野市議会議員大和屋貴彦 薇

平成
"年

9月 29日

一般財団法人泉佐野市文化振興

申請のあった泉t野市立公中 iの使用について次のとおり許可します

※ 使用者 ま 使用め計可をうけたとき = 使用卜Iを納イ|し てください

※ 使用rlの運仕を受ける場合 ま 使用口010日 前までに東佐野市立公民館使用料還付申請
=を提出してください.(使用許可i及び中静者の印鑑を持,してください。)

■lt用者1継月当口, この計可書をZす ゴ持誅 ださい

団 体 名 泉佐野市議会議員大r]屋■t彦

t用 責任者

氏名 大和屋 貴彦

住 所 泉佐野市日恨野1003

使用す る亀設 泉佐野市立長南公民館

掟 用
=名

会議三

使 用 日 平成30年 10月 25日

使 用 峙 問 午後6時ヽ午後9時

使 用

'
600 円 円 円 円

t用 卜|

`合

計金額 )

600円

使用す る設備

備  考

●
‘

０
０



泉佐麟市 文毘櫻質財合
(長南公民館)

大晰駆融舶僻
1

薔

“

ヌ領

∞ 0

甦

曙野Ite晟 ず゙釉
¥000

列 需鳳査酔
)

贅彎呈月翻 耐し
い H′

・・
饉

怖 ι″

201暉 9B"口  11,43
003544

脚 朝
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(様式 1会 -1)

倒
,

「 |
|

」
平成31年 1月 7日

泉 佐 野 市議 会 議

( 会 工 名 )チ ーム泉佐野創生

(代 表 者 名 )向 江 英雄  ③ =

研修会 等 開催 報告 書

このたび 会に して¬ 多全兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします.

記

開催日峙 T・d30年 12月 27日 (木)19時 30分 ～ 20時 30/・

会議名称 第63回市嗅勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 エプノ泉の森ホール 2階 和三L

参加人数 4人

内 容

大T嘔■彦の餞員活動の近療 昔
12月 定例会報告

審餞結果摯営 (=1紙鬱照)

各委員会霰告

関空りんくうまちづくり特別委員会

行財政委員会

,んくう継合医療センター対策委員会

その他鮮 記事項)

/ム●、

`J  
い

‐ 311,-7

5



(様式 :会一つ

平成31年 2月 4日

泉 佐 野 市 議 会 議 長 様

( 会 派 名 )チ ーム泉・
「

ね1生

(代 表 者 名 )向江 英雄  0

研 修会等 開催 ,告 書

このたび 会派として研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたします。

記

開催 日峙 平成,1年 1月 24日 (木)19峙30分 ～ 20時30分

会燃 称 第05回■攻勉強会 まちづくりの和泉

使用会暑 エプノ来の森ホール 2嗜 和室L

参加人数 10人

内  容

大和屋責産の顧 活動の近況報■

滉寮報営

0ぐんま口膵アカデミーの国際教育
②r月県大田市のデマンド方式の公共交通

,

その他(特記事項)

´ ■ ,●

π
栞 ]

登
4

フ



1 枚1の 1 枚
燎式第 2号 (第 5条関係 )

泉 の 森 ホ ー ル 利 用 許 可 書

利 用 者

中請番号  30o382刊

平成 80年 11月  23日

住 所
〒暉 0021 大販府泉住野市

=根
野1螂

団  体  名 泉佐野市議会議員 大和屋■彦

氏名 (●表者〉大和屋 贅彦

連 絡 先 No 005689   電話

行事の名称 市政勉強会

行事の内容 市政報告会 意見交換
利用目的

和1 月 
「

・ 間

18:00～ 22'0

利用年月 日 利用施設 附属設備等
利 用 区 分

入場予定着

18,00～22,00   1         1 70

L 所 〒印
`枷

2,  大阪府京佐野市H根野1∞8 氏  名  大■屋 責産
_‐嬌責任者

共催 後櫻看名 3 400円
●‖ 最高     何

fl月 料 合 計

3, 400「 ]

喘属崚僣

“

打合せ予定日 30年 11月 23日年   月   日  曜 時頃 1利用科納付日

注意事項 来 利用日及び利用雄議の変更は利用内容の変更には核発しませんのでご了ネください

上記のとおり利用を辞可しま丸

平成 30年 11月  23ロ 一般財団法人 泉佐野市文化振

理     事    長



領収書富旬ヨ紙
会派 秘隕´ チーム泉佐蟻 I生

∞ -1734

fヽ し

(平成 30年 度)

泉佐野市立文に会館 許可番,30338200の 利用料

[記のとお り領収 しました

平成 30年 11月 23日
泉佐野市市場東 1-29

出納役

5-1

`ヽ

(一財)泉佐野市

領 収 書

衆佐難市議会議員 大和最■産

金 頷

百 搭 万
　
　
Ｖ
Ｔ

千
　
　
う
ｏ

百

　

４

拾

　

０

円

　

０

※ 1‐ ジ_●40まり付け■ |ヒだし 重ならないようにはり付けること。)



(様式:会 -1)

泉 仁 野 市 議 会 議 長 様

平成31年 2月 1日

( 会 派 名 )チ ーム泉佐野1,生

(代表者名)に 難e
研 修 会 等 開 催 報 告 書

このたび 会派として研修会茉報告会を開催しましたので 下記のとお卿 告いたしまt

記

開催日時 平成31年 1月 19日 (■)18時 30分 ～ 19時30,

会議名 称 第64回市攻勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 エブ/泉の森ホール 2階 レセプシエスホール

参力1人数 l∞人

内 容

大和屋貴彦の雄員活動の近況報告

りんくう綸 区薇センター蔭婦人科部長の荻田1,秀先生をお打きした識演会「奇嗅のすぐそば

にいると,うことⅡ～大阪の周産期医療と子育て文崚～」を開催

そr lL(特記事項)

荻田和秀医師の・F演により 泉州地域における分斑資の減羽頸向 その対策としての今後の病

院の動き 医療のあり方について学 ■t■ていた/tヽえちそllに合わせてオキントンレ
`】

動きの重

要性 それを舌かしたまちづくりのご提案をいただきました ■在 直後ケアハウスに力し れヽら

れて,うという現い て
'・

だき 議演の薔めくくりに 泉佐野市はおこと子育てがしや

れ 環ヽ境が整つて,もまちであるというご評価を改めていただきました

一

f霙
付)

312,-1

勒



平成 31tt l月 13日

請

泉佐野市議会議員 大和屋貴彦 様

荷請求金額合計

(― ur)泉 に,市 文イヒ振興財
理 , 長 向    丼
〒,,,ooo5泉 片野市市場 東卜じ,;

T[[0,2-1=1-7tOt 
「

ヽヽ 0,2-46,―,1

この度は エブノ来の森ホールのビ利用中し込みをいただき前にありがとう
=ざ

います.

つきましては 施段 付属設備に係るⅢ

'1料

の御市求を申し上 すますので下記金額を
お支払い下さいますよう お願い中しあずます

22,500 円

翻
僻

[御 利 用 明

“

‖]

※ お振込みめ場合 振込手犠 llはお客様負担でお昴い致します



〓●

一
二
一
「
一

(様式 :会―

"

平成31年 3月 11日

泉佐 野 市議 会議 長 檬

(会 派 名 )

(代 表 者 名 )

チーム泉佐野●1生

向江 英雄 ③

研修 会等 開催 報告 書

このたび 会に して研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとおり報告いたしま九

ロ

開催 日時 平成31■ 2月 28口 (・|)19時30分 ～ 20時00分

会議名称 麺 0回市欧勉強会 まちづくりの和泉

t用会嬌 エプノ泉の森ホール 2階 和鈍

参力1人数 7人

内 容

大和屋■彦の議員活動の近況報告

3月 饉会0明
ぶるさと納税の現状

その他 (特記事項)

み
粕

01.O

ヽ



帳 式 1会 -1)

平成31年 4月 8日

泉 仁 野 市 議 会 議 長 様

(会 派 名 )チ ーム泉佐野剌生

(代 表 者名 )向lI英雄  O

研修会 等 開催 報告 ●

このたび 会派として研修会兼報告会を開催しましたので 下記のとおつ報告いたしま丸

記

lll催 日時 平成31年 3月 28日 (木)19時 30分 ～ 20時30分

会議名称 第07国市攻勉強会 まちづくりの和泉

使用会場 エブノ泉の森ホール 2脂 和重L

参加人数 15人

内 容

大11屋貴彦の議員活動の近況報告
3月 織会報告

①厳栞説明 審織結果

②りんくうパピリオの■況
①りんくう総合区稼セ″ ―の夏状
新たな活動

その他 け

“

事項)



様式,!■
`第

5条 ll係 )

1 怯中
`

許 可 書

1市番号  :0,,o200

平成 Bl■  1月  24日

'   
〔′

泉 の 森 ホ ー ル 利 用

¬ 月

Ш

氏■

者 に 戸i

〒|¨―̈ , k餃
「

泉生1,市 !根野1。 ||

体  名 ネ佐野市証会議員 大1崎貴彦

i仔   先  )●  ∞568o

利用 目的

11用 ■月日

311 2,28
(ホ )

311 3138
(ホ )

行事の名■ 第66 67日 市攻勉強全 iらづくり,,● 泉

行事の内容 市政報告会 意見交換

千1∫

午前

区 分

夜間

3

全 日 人号

|

|

{円 )

rJ 用 時 千∫  用  ||

18:∞～22100 1 700

利用,L● l“設備与

1=,∞～ 22100

ナ飯け卒性野Fi■ 程埓 ,,` 氏  名  大莉屋 こ
=

電話 器号

t

方 共籠 後を者名 |  ・・   ■~~十
高

400円

"´
ス3,■

■F` 和| 用 ■| 合 計

400

打今
=ft日

β  曜,

|■意事項 ※ ¬用「 及び¬用施設の変更 ま¬用内容の変更には桜当しませんので■ riく だき

1記のとお,11用 をキ・ fし ます

平成  31年  13 24日 一般財日法人 泉●ユ子市 文化振興

Ft     事    長

ヨ■, 円

一
日1月 24



,■ ,

領収書貼 付用紙

平成 1 年  月  日

上記の金額正に領収致しました

悧 又■肖レ,N9 002389

―設財国法人泉上野市文化振興

出 納 役

泉佐野市市場東 lT日 295番地の l

30-21イ l

(II.30年 度)

睡野市議会晟員 大

`屋
貴彦

但し  ,ι
“

市立文化会館 30-3702-OO の利用科

1記のとおり領収 しま した

平成 31年
ヽ上野市市場東 1

( 貯)泉佐]

―
　
―
　
一

1 月 24 ロ

出納役



領収書富 付用紙

蔀  縣  ‐ ム泉後慟皓1生

璽

番
=

財寸欄  (―師抗当 按分の場合は 余白に接分

^政
務活動贅支山練等を謳詢

領 収 証

■人気々ηかL

―

―

埜

=

H30 年1■ lJ主7_J二

但円3'4
上 記 工 に

内  訳

n,日 、
領 収 い た し

“

■
調

・
日

〔

ヽ
上
副

ｔ
佳
『
減

叫
”
囃
矧

κ
鮒韓馳“潮

』吉
呻
臨
籍

線
争
■

，

種抜金額 ″
」ぼ
隈

Ｆ
輌
〓嘔憮”

胡
瞥
６４．津

■釧 ロ
消費税額等( %)

●,日  ,,11“
８

６

５
６

領 収 ●T 夕́
^蒟

ぜ′%夕 1■ 様

千1

● ●

や
'マ

″″″

)。イ年ノ■月

タメό

ヤ̀ 'ス

=領11,た しました

)内
訳

税抜金額 〒翻 鵬 大r膚建鮨
消費薇額等( %, ~最を国法人 青

代表理事 越 智
0'●  0,“ T't(0,2)

× l大―ジに複数枚のはり,す■  (ただし 重ならないようにはり付けること.)



畳”
ｍ
″６４̈
６．

し

「
一甲ぃ４６４６“

夕］
門
鳴
葬

“
［
嘉
曜

づ

鷺

餞國
‘
住
８　ＡＸ

野
ω
¨
∞

『
一崚
弼
　
■
２
［

書

　
一

一
一

,h贅■額+
下記のとおり御請求 卜し上げます

税込合計金額/ノυ′t rε
要
一

鋤

」κ
悧様・



",3年
12月 25日

錆求番号12018(22)0イ e

請求書

手 ― ムBI輸 ■ ■和 居
=壱

撼

ヾ
件名 ,20,0年 大和屋NET 制作■ 印尉R

下記のとおりご請求申し上げます

ご請 求 金 観               Y142940
一般社回法人 青い

〒蜘 0カ
`

大阪府泉南市信速市場 |

'=t,ア
2`率0,1'

FⅨ I¨い●●●

。|・榔 Ю・ 1・・ ¨ ま●●4●

この屋は ご注文いただきありがとうございました

お手数ではございますが お支払いは下配霊行日屋にてお振込下さいますようお願い申し上げます

恐れ入りますが 振込手数料は員社にてご負担お鳳いいたします

お綱込民 :

大和菫Ntt m19年  新年嬌込み用

デザイン鶴作員 両面 25000

02940

`仕

縁]34サイズ 両ロカラー オフセット印刷

【加工]さき3折り加工

,42'“

(`0● 6,

'″
“

0

'1'■
協 内勢

銀行名 : 口饉ら晏 1-餃社団法人 ■い鳥



,■ ,

領収書貼●用紙

会派 議郎  チーム泉佐野創生

itlm

領 収

(一部充当 核分け は 余白に接分率 政務活動費
=出

額等枷

ケム|・ lダ∫夕■か鷹スラ様 '`

● ●

/“ θθ θ―
ホ́タバ

'■
力o敏″ぇt,

■ ゝ  月 丼。 日 1記上に凱収いたしました

首贅れ輌等( %|

チーム泉佐野

“

生 ■
全薔 V 100∞   ―

内消,■    o円

但し  のぼり創作

上記正に饉収いたしました 融 鐵

201t′2/25

※ 1｀―ジに複数枚のはり付け■  (ただし 重ならないようには｀ すること )



201弊 02月 10日

●求番号う1222,8

件名 :ホームページ制作 修正■

下記のとおりご昴求中し上げます。

ご請 求 金 額
一般社口法人 置し

〒59005∝
大饂睛晨椰市伯連市場

T[ti072 424 8,17

FAX:aoit● ri`o

この度は ご注文いただきありがとうございました

お手数ではございますが お支払しヽ ま下記録lrr口座にてお振込下さいますようお層い申し上|チ ます。

恐れ入りますが 撮込手数料は■社にてご負18お願いいたします.

Ы●oい劇闘つ雨ke eOnctneip

お燿込先

請求書

¥50,000‐

ホームページ制作 修正費 50,00

【□像i]エ ロ像修正 文字修正 デザイン構配 PDFデータリンク】
含む

50,000

瓶 税

“

%内税
) (3,703)

50,∞0

銀行名 : 口座名薔 :―投社団法人 =い府



会派 議員名 チーム列オ量輸1生

燿

番号
鮎

“

瀾 (一部か  枝かわ場合 II 余白に接分辛 政満活動■文出額年を抑

ご 利 用 明 細 票

2。 14 ′
「

γo

1,|,金 Ⅲ

棒イ0社 ノンバー′
脚

“

却嚇鵡嘲 nln
ご利用いただきましてありがとうございました

… ‐ ゆ う ち ょ 蹄 i―一

N●    _
証収領

)

″ 3′ 年 3月 ュ7]

ば
　
″
榊̈
鵬

ゎ
´
　
”
　
収

′
チ
′
朝
　
諏

Ｌ

　

工
呻　昴

0 ´

料 と

した

内  訳 読売セ

,基 金tl壼 *4321]

“

込 r`ti 31_03-20
―ムイス・ ミツノツウセイ

飩“一嗜一‐い７‐・０一

部
旧
諧
諄

一
『
雷
鵜

夕．
自
践
鋼

●
７‐
■
Ｚ

t

士
”

ｉ
ｔ

ｌ

Ⅸ

nt税故金観

8
消費機額等( %)

FA

X lベージに棋贅枚のはり付け■ (ただし 重ならないようにはり付けること.)



〒5980021
大阪府豪佐野市日根野

1008

泉佐野市議会チーム泉佐野創生 御中

件名 :饉会報告ビラ慇両面デザイン制作員 印刷買

下記のとおりご請求中し上げます。

ご請求金額         ¥290,000-
お支払い期限:2019年 o4813日

請求書

株式会社ノンバーバル

富士

〒5500004

大阪府大阪市西区初本町

2217
R=O062F

T[[i0664453100
Ftti06 04・ 3101

,l● 0,。●V。,balて 0,p

2019年 03月 13日

精求番号:20190314015

晶薔 昴名 藪量 攣■ 奎螢

:A3折 な し納品 ′A4P″ ンヽフレッ ト冊子 】 1式

議会報告ビラデザインデータ制作員(A3両面)
1式 115,000 115000

議会報告ビラ
`,剌

加工彙

“

両面′コート90ka 35000部 5 175,OOO

※3′18入稿縮め切り

※・725日 指定先納品予定

Jヽ計 290000

消費税 (8%内η (21481)

合II 290000

※上記 デザイン 印刷仕様の変更がござしヽましたら椰慶御見薇もつさせていただきます

※納期は校了 入稿日より7日程度

お譴 先 :



一じ

請

税込合計全補

下記のとおり御請求いし上げます

求

κ
〒幽

“様

N●

読売センター吉見泉佐野

月 日

再


